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白
品
ご
己
ぐ
①
刷
一
ご
勺
昂
朋
》
国
昌
言
〕
５
局
》
ら
己
．

【
編
著
書
】
三
８
印
○
○
爵
も
戸
四
目
序
く
亀
》
函
．
Ｐ
．
“
西
匡
日
○
国
辱
‐

弓
崗
四
コ
ゆ
で
○
耳
①
旦
冒
房
胸
『
閏
①
厨
ａ
ｍ
ｏ
ｑ
国
司
戸
言
の
註
○
コ
曽
己

号
①
ロ
①
扇
－
８
目
①
昌
旦
両
目
Ｃ
Ｑ
言
ｇ
侭
固
皀
麗
ｌ
鴎
酌
量

言
の
○
．
国
目
○
厨
ゞ
○
戸
、
且
○
国
口
臥
雨
匡
》
両
甸
帝
号
芦

弓
胃
函
厨
８
国
８
－
口
①
ぐ
里
○
℃
目
①
昌
旦
も
彦
湧
さ
ざ
四
８
］

弓
苛
○
巨
媚
三
．
困
四
言
閏
．
ｚ
①
君
国
○
ユ
ハ
》
己
沼
．

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
枚
）

ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は

著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者

は
校
正
刷
同
封
の
申
込
書
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
○
原
稿
の
送
り
先

〒
二
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
Ｉ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

の
ほ
か
、
医
史
学
文
献
目
録
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
な
り
厚
手

と
な
っ
た
。
ま
さ
に
、
う
れ
し
い
悲
鳴
で
あ
る
。
と
く
に
原
著
論
文
は

学
会
誌
の
中
心
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
投
稿
数
が
多
く
、
抄
録
号
を
除

く
各
号
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
三
～
四
報
を
掲
載
で
き
て
き
た
。
会
員
諸

氏
の
活
発
な
研
究
活
動
の
反
映
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
ご
同
慶
の
い
た
り

で
あ
る
▼
毎
年
一
回
掲
載
し
て
い
る
医
史
学
文
献
目
録
は
順
天
堂
大
学

医
史
学
研
究
室
が
大
変
な
労
力
を
費
や
し
て
編
纂
し
て
い
る
。
そ
の
労

力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
も
っ
と
も
神
経
を
使
う
の
は
各
論
文
を
ど
の

分
野
に
分
類
す
る
か
、
だ
そ
う
だ
。
せ
め
て
本
誌
の
論
文
だ
け
で
も
キ

ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
よ
り
分
類
が
容
易
に
な
る
。
ま
た
医
史
学
文
献

目
録
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
の
計
画
も
進
行
中
で
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
等

に
よ
る
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
検
索
に
は
キ
ー
ワ
ー
ド
が
や
は
り
必
須
と

な
ろ
う
▼
本
誌
論
文
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
導
入
す
る
に
は
、
そ
の
適
用
範

囲
、
語
数
、
英
訳
の
有
無
な
ど
を
検
討
し
、
投
稿
規
定
に
追
加
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
ぜ
ひ
と
も
会
員
諸
氏
の
ご
意
見
を
編
集
委

員
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
▼
と
こ
ろ
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
著
し
い
。
い
ま
や
日
本
で
も
多
く
の
大
学
や
高

校
の
か
な
り
で
授
業
が
あ
り
、
著
者
の
大
学
で
も
希
望
す
る
学
生
に
は

電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
（
個
人
番
号
）
が
与
え
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
就
職
活
動
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
本
号
の
ミ
ヒ
ェ
ル

氏
の
論
文
は
医
史
学
研
究
に
お
け
る
利
用
方
法
を
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
他
の
学
会
誌
に
も
な
か
っ
た
貴
重
な
報
告
と
い
え
よ
う
。
実
際
、

氏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
世
界
の
医
史
学
関
連
サ
イ
ト

に
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
き
わ
め
て
有
用
だ
っ
た
。
会
員
諸
氏
の
ご
利

用
を
お
す
す
め
す
る
。
（
真
柳
誠
）

編
集
後
記

▼
本
号
で
は
原
著
三
報
、
広
場
二
報
、
研

究
ノ
ー
ト
・
資
料
各
一
報
、
追
悼
・
記
事
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